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1. 編集方針 

『日本サルコペニア・フレイル学会誌』（The Journal of the Japanese Association on Sarcopenia and Frailty: 

JJASF）は、一般社団法人日本サルコペニア・フレイル学会の公式機関誌である。本誌は、サルコペニア、フレ

イル、およびその関連領域における研究、診療、教育、社会貢献の発展に寄与する論文（原著、総説、短報、レ

ターなど）を広く受け付ける。使用言語は日本語または英語とする。なお、英語論文の投稿に関しては、別途定

める英文投稿規定（Information for Authors）を参照すること。 

著作権とオープンアクセス方針 

• 著作権: 本誌に掲載されたすべての原稿の著作権は、日本サルコペニア・フレイル学会に帰属する。 

• J-STAGE とライセンス: 本誌は J-STAGE にて電子版として公開される。クリエイティブ・コモンズ・ラ

イセンス「表示 (CC-BY)」を採用する。 

• 公開スケジュール: 発行後 6 か月間は学会員のみ閲覧可能（認証制限付き）とし、発行 6 か月後に J-

STAGE 上でオープンアクセス（無料公開）となる。著者は投稿時にこの公開条件および著作権譲渡に同

意するものとする。 

倫理規定 

• 本誌は、ICMJE Recommendations（医学雑誌における学術的著作物の作成・報告・編集・出版に関する

勧告）および COPE（出版倫理委員会）のガイドラインに準拠する。 

• ヒトを対象とする研究はヘルシンキ宣言を遵守し、原則として所属機関等の倫理委員会（IRB）の承認を

得ていることを本文（方法の項）に明記しなければならない。 

• 動物実験は、所属機関および国のガイドラインに従って実施されたものでなければならない。 

2. 論文区分と要件 

1) 原著 (Original Research) 



独創的な研究成果をまとめた論文。 

• 文字数: 8,000 字以内（日本語）。 

• 英文抄録 (Abstract): 必須。構造化抄録（Structured Abstract）とし、以下の見出しを用いて 300 語以内

で記述すること。見出し: Background, Methods, Results, Conclusions。 

• 和文抄録: 必須。400 字以内。 

• 論文題名: 日本語および英語の両方が必須。 

• キーワード: 3～5 語（英語・日本語併記）。 

• 図表: 5 点以内。 

• 引用文献: 60 編以内。 

2) 総説 (Review Articles) 

特定テーマに関する包括的なレビュー。原則として編集委員会からの依頼原稿であるが、投稿も受け付ける。 

• 文字数: 15,000 字以内（日本語）。 

• 英文抄録 (Abstract): 必須。非構造化抄録（Narrative Abstract）。250 語以内。 

• 和文抄録: 必須。400 字以内。 

• 論文題名: 日本語および英語の両方が必須。 

• 図表: 5 点以内。 

• 引用文献: 120 編以内。 

3) 短報（症例報告を含む） (Brief Reports including Case Reports) 

予備的な研究成果、限定的な臨床研究、または示唆に富む症例報告。 

• 文字数: 症例報告は 6,000 字以内、短報は 4,000 字以内（日本語）。 

• 英文抄録 (Abstract): 必須。非構造化抄録（Narrative Abstract）。250 語以内。 

• 和文抄録: 必須。400 字以内。 

• 論文題名: 日本語および英語の両方が必須。 

• 図表: 2 点以内。 

• 引用文献: 30 編以内。 

4) Letters to the Editor 

本誌掲載論文に対する意見、または簡潔な学術的報告。 

• 文字数: 2,000 字以内（日本語）。 



• 抄録: 不要。 

• 論文題名: 日本語および英語の両方が必須。 

• 図表: 1 点以内。 

• 引用文献: 5 編以内。 

※上記文字数は、抄録、図表、引用文献を除いた本文の制限である。 

3. 原稿作成要領 

ファイル形式 

原稿は Microsoft Word で作成すること。 

• 書式: A4 判、横書き、12 ポイント程度の標準フォント（MS 明朝、Times New Roman 等）。 

• ページ番号・行番号: 本文にはページ番号を通し番号で振り、行番号（Line numbers） を付すること

（行番号は通し番号とする）。 

• 構成: 以下の順序でページ番号を付すこと。 

1. カバーレター（会員の有無を明記） 

2. タイトルページ 

3. 和文抄録・英文抄録・キーワード 

4. 本文（緒言、方法、結果、考察、結論） 

5. 謝辞・COI 開示 

6. 引用文献リスト 

7. 図表の説明文（Figure Legends） 

8. 表（Tables）および図（Figures） 

• 生成 AI の利用: 論文作成において生成 AI（ChatGPT 等）を使用した場合は、使用した AI の名称およ

び使用目的・箇所を謝辞（Acknowledgments）に明記すること。なお、著者は生成された内容の正確性

および独自性について全責任を負うものとする。 

タイトルページ 

以下の項目を日本語および英語で記載する。 

• 論文区分 

• 論文題名 

• 著者名（全員） 



• 所属機関名（全員） 

• 責任著者（Corresponding Author）の連絡先（氏名、住所、電話番号、E-mail アドレス） 

• 著者全員の COI 申告（過去 1 年間） 

引用文献 (References)  

引用文献は論文と直接関連するもののみにとどめ、本文の最後に引用順に配列する。 

• 本文中には文献番号を肩付きとし、引用箇所に記載する。 

• 6 名まで著者名を記載し、6 名を越える著者名については、日本語論文は「ほか」、外国語論文は「et 

al.」 とする。 

• 文献の記載方法は次に示す通りである。 

記載例: 

1. 寺本信嗣, 寺本憲子, 大内尉義, 山岡実, 服部明徳, 長瀬隆英, ほか: 副交感神経系機能低下の関与が考え

られた超高齢者起立性低血圧の一症例, 日老医誌 1990:27:478-483. 

2. 江藤文夫: 老年者のリハビリテーション, 新老年学(折茂肇編), 東京大学出版会, 東京, 1992, p899-909. 

3. Draper BM, Poulos CJ, Cole AMD, Poulos RG, Ehrlich F: A comparison of caregivers for elderly stroke 

and dementia victims. J Am Geriatr Soc 1992 40: 896-901. 

4. Clarkson TB, Adams MR, Weingand KW, Miller LC, Heydrick S: Effect of age on atherosclerosis 

progression in nonhuman primates, In: Atherogenesis and Aging, Bates SR and Gangloff EC (eds), 

Springer-Verlag, New York, 1987, p57-71. 

4. 投稿手続き 

原稿は電子メールにて編集事務局へ提出する。 

• 提出先: maf-jasf@mynavi.jp 

• 提出ファイル: 

1. タイトルページ 

2. 本文ファイル（抄録、文献、図説含む） 

3. 表・図（本文に埋め込むか、別ファイルとする） 

4. COI 申告書（学会所定様式） 

5. 掲載料 

• 会員: 無料。 



• 非会員: 刷り上がり 6 ページまで無料。6 ページを超える場合、超過 1 ページにつき 10,000 円を徴収す

る。 

• 別刷り: なし。 

6. お問い合わせ 

日本サルコペニア・フレイル学会誌 編集事務局  

〒100-0003 東京都千代田区一ツ橋 1-1-1 パレスサイドビル 株式会社毎日学術フォーラム内  

TEL: 03-6267-4550 / FAX: 03-6267-4555  

E-mail: maf-jasf@mynavi.jp 

 

改訂履歴 

2017 年 2 月：初版作成 

2020 年 2 月：一部改訂（オンライン先行公開規定の追加） 

2025 年 5 月：一部改訂（J-STAGE 公開、CC-BY ライセンス導入） 

2025 年 12 月：大幅改訂 

1.  論文区分および文字数制限を変更。 

2. 「症例報告」を「短報」のカテゴリーへ統合。 

3.  英文タイトルを必須化。 

4.  原著論文における構造化英文抄録（Structured Abstract）を必須化。 

 


